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教育委員会 

学校教育部 

１ 基本理念  子どもの夢と未来が輝くまち さんだ 

 

２ めざす子ども像  自分が好き、人が好き、このまちが好き、 

夢に向かって歩むさんだっ子 

３ 基本目標 

 (1) 未来を創造し、心豊かに生きる子どもの育成に取り組みます 

 (2) 安全・安心で魅力ある学校づくりを推進します 

 (3) 人をつなぎ、まち（地域）全体で子どもの学びと成長を支えます 

 

４ 施策の内容 

 (1) 変化の激しい時代を生き抜く力を育む教育の推進 

  ア 社会的自立に向けたキャリア教育の推進 

  イ グローバル化に対応した教育の推進 

 (2) 幼児期の教育の充実 

  ア 自立と協同の態度を育む幼児教育の推進 

  イ 幼児教育に関する多様なニーズへの対応 

 (3) 「確かな学力」の育成 

  ア 主体的に学ぶ子どもの育成 

  イ 育ちと学びをつなぐ教育の推進 

 (4) 「豊かな心」の育成 

  ア 規範意識や道徳性を育む教育の推進 

  イ 「共生」の心を育む教育の充実 

  ウ 豊かな人間性と社会性を育む体験活動の充実 

 (5) 「健やかな体」の育成 

  ア 体力向上の取組の推進 

  イ 食育・健康教育・安全教育の充実 

 (6) 一人一人が大切にされる教育・支援の充実 

  ア 特別支援教育の推進 

  イ 児童生徒への支援・相談体制の充実 

  ウ 教育の機会均等の確保と保護者負担の軽減 

 (7) 信頼される学校づくりの推進 

  ア 学校組織力の向上 

  イ 教職員の資質向上 

 (8) 教育環境の整備・充実 

  ア 時代の変化に対応した教育環境整備 

  イ 学校施設等の整備・充実、安全体制の確保 

  ウ 教職員が子ども一人一人に向き合うための環境整備 
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 (9) 地域ぐるみで子どもを育てる環境づくりの推進 

  ア 学校・家庭・地域の連携と協働による育成活動の推進 

  イ 家庭・地域の教育支援 

 (10) 「学び」が活かせる環境づくりの推進 

  ア 学習成果を活かす仕組みづくりの推進 

  イ 多様な学習資源の活用 

 

教育総務課 

 

１ 教育委員会  

 (1) 開催状況    （令和２年４月～令和３年３月） 

             定例会１２回 臨時会 ３回 協議会 １１回 

 (2) 議案の提出状況     ３２件（予算・条例・規則・その他） 

 (3) 規則および告示 

区 分 規則・規程 告 示 訓 令 

件 数 ５件    １７件  ０件 

 

２ 教育広報   

   教育行政の基本方針及び重点施策の理解と協力を得るため、市広報紙「伸びゆ

く三田」教育コラム「きらり教育」を掲載 

(1) 掲載号 4月15日、6月15日（広報紙リニューアルにより6月15日号にて 

      掲載終了） 

 

３ メールカー運行業務  

   平成４年度から教育委員会事務局と学校その他教育機関と文書等の集配業務を

委託し実施している。 

 (1) 委託費  ３０７，７８０円（阪神教育事務所） 

         ※市内メールカーについては、令和元年度から直営による運行。 

 (2) 運行箇所 

    ア 市内公立小学校、中学校、幼稚園、保育園及びその他教育機関   

計４４箇所 

    イ 阪神教育事務所（西宮） １箇所 

(3) 運行回数 

    毎週月曜日から金曜日まで１日１回週５回運行 

    但し、祝日、８月１３日～１５日及び１２月２９日～１月３日は除く。 

 

４ 特別支援学校等児童生徒送迎業務  

   特別支援学校に通学する児童生徒を各乗降場所と学校間に公用車（ともだち

号）を使用し送迎する業務である。 
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 (1) 運行方法 委託業務（昭和６１年度から） 

 (2) 委託費  １１，１４３，３７７円 

 (3) 運行台数４台  

 (4) 乗車人員１０名  

 

 

５ 学校管理運営費の執行状況（人件費を含み施設工事・営繕を除く） 

 区  分 決 算 額（千円） 摘  要 

小学校２０校 ４０６，０１７ 

２０９，５３２ 
管理費（消耗品、光熱水

費、教材備品、図書費等） 

１９６，４８５ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

中学校８校 １４３，３６１ 

９６，９１７ 
管理費（消耗品、光熱水

費、教材備品、図書費等） 

４６，４４４ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

特別支援学校

１校 
２８，２０９ 

８，９１５ 
管理費（消耗品、光熱水費

等、教材備品、図書費等） 

１９，２９４ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

  

６ 市費負担職員に関すること 

 (1) 職員数（令和２年５月１日現在）            （単位：人） 

区  分 正規職員 再任用職員 会計年度任用職員 合  計 

事務局・教育機関 ５３ １ ９３ １４７ 

小・中学校 ６ ６ １１２ １２４ 

合   計 ５９ ７ ２０５ ２７１ 

 

７ 県費負担教職員に関すること  

 (1) 職員数（令和２年４月９日現在）      

  ア 小学校                       （単位：人） 

学  校  名 教 職 員 数 学  校  名 教 職 員 数 

三 田 小 学 校 ４１ 松 が 丘 小 学 校 １３ 

三 輪 小 学 校 ２３ す ず か け 台 小 学 校 ２３ 

志 手 原 小 学 校 １２ 狭 間 小 学 校 １６ 

藍  小  学  校 １４ 富 士 小 学 校 ２４ 

本 庄 小 学 校 １３ あ か し あ 台 小 学 校 ２９ 

広 野 小 学 校 １４ 弥 生 小 学 校 １３ 



316 

 

小 野 小 学 校 １１ つ つ じ が 丘 小 学 校 １４ 

高 平 小 学 校 １４ け や き 台 小 学 校 ４２ 

母 子 小 学 校 ９ 学 園 小 学 校 １５ 

武 庫 小 学 校 ３０ ゆ り の き 台 小 学 校 ４８ 

  小 学 校 合 計 ４１８ 

 イ 中学校                        （単位：人） 

学  校  名 教 職 員 数 学  校  名 教 職 員 数 

長 坂 中 学 校 １５ け や き 台 中 学 校 ３２ 

上 野 台 中 学 校 １７ 富 士 中 学 校 ２３ 

狭 間 中 学 校 ２６ 藍 中 学 校 ２２ 

八 景 中 学 校 ３８ ゆ り の き 台 中 学 校 ３７ 

  中 学 校 合 計 ２１０ 

  

 ウ 特別支援学校                                    （単位：人）  

学  校  名 教 職 員 数  教 職 員 数 

ひまわり特別支援学校 ２５ 特別支援学校合計 ２５ 

 

８ 学校施設等の概要 

 (1) 敷地及び校舎の面積（令和３年４月１日現在） 

ア 小学校                        （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄 筋 鉄 骨 木 造  計   

三 田 小 学 校 １６，７５１ ６，１８０  ６，１８０ 

三 輪 小 学 校 １３，１５７ ４，７３６  ４，７３６ 

志 手 原 小 学 校 １６，３６７ ２，２５５  ２，２５５ 

藍 小 学 校 １８，１９４ ２，９７８  ２，９７８ 

本 庄 小 学 校 １５，０３０ ２，５１７  ２，５１７ 

広 野 小 学 校 １４，１８５ ４，４６８  ４，４６８ 

小 野 小 学 校 ２０，０１６ ２，５３７  ２，５３７ 

高 平 小 学 校 １５，９０９ ３，０１９  ３，０１９ 

母 子 小 学 校 ９，２９３ １，２７１  １，２７１ 

武 庫 小 学 校 ２３，００６ ６，１２３  ６，１２３ 

松 が 丘 小 学 校 ２３，１１２ ４，０８４  ４，０８４ 

す ず か け 台 小 学 校 ３１，９０２ ５，７７０  ５，７７０ 

狭 間 小 学 校 ２７，５５６ ５，９８０  ５，９８０ 

富 士 小 学 校 ２９，４８４ ４，５３６  ４，５３６ 

あ か し あ 台 小 学 校 ３０，６５５ ６，４１８  ６，４１８ 

弥 生 小 学 校 ２６，６７４ ５，１９９  ５，１９９ 

つ つ じ が 丘 小 学 校 ２７，６２０ ７，７２１  ７，７２１ 
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け や き 台 小 学 校 ２７，７２８ ５，９８８  ５，９８８ 

学 園 小 学 校 ２２，２６８ ７５８ ３，４５５ ４，２１３ 

ゆ り の き 台 小 学 校 ２７，８４０ ７，１４３  ７，１４３ 

小 学 校 合 計 ４３６，７４７ ８９，６８１ ３，４５５ ９３，１３６ 

 

イ 中学校                        （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄 筋 鉄 骨 木 造  計   

長 坂 中 学 校 ３０，４１０ ３，９６３  ３，９６３ 

上 野 台 中 学 校 ２４，１２９ ３，９８８  ３，９８８ 

狭 間 中 学 校 ３０，６９２ ６，３６０  ６，３６０ 

八 景 中 学 校 ３６，６６０ ５，９５３ ３３ ５，９８６ 

け や き 台 中 学 校 ２９，９２１ ６，１０３  ６，１０３ 

富 士 中 学 校 ３１，４０３ ４，５３８  ４，５３８ 

藍 中 学 校 ３１，０６７ ５，６０７  ５，６０７ 

ゆ り の き 台 中 学 校 ４０，７７７ ７，５０８  ７，５０８ 

中 学 校 合 計 ２５５，０５９ ４４，０２０ ３３ ４４，０５３ 

 

ウ 特別支援学校                     （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄筋鉄骨 木 造  計

ひまわり特別支援学校（小学部） － ８４９  ８４９ 

ひまわり特別支援学校（中・高等部） － １，３３７  １，３３７ 

特 別 支 援 学 校 合 計 － ２，１８６  ２，１８６ 

 ※敷地面積は、小学部は富士小学校と、中・高等部は富士中学校と共有 
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(2) 屋内運動場建築面積及びプール面積 

ア 小学校                        （単位：㎡） 

学  校  名 屋内運動場

（㎡） 

プール面積

（㎡） 

備   考 

三 田 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

三 輪 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

志 手 原 小 学 校 ７９３ ３７５ 低学年プール有 

藍 小 学 校 ６８０ ３７５ 低学年プール有 

本 庄 小 学 校 ７９２ ３７５ 低学年プール有 

広 野 小 学 校 ９０６ ２９８ 低学年プール有 

小 野 小 学 校 ７９７ ２８４ 低学年プール有 

高 平 小 学 校 ９１９ ２９９ 低学年プール有 

母 子 小 学 校 ７９４ １８０ 低学年プール有 

武 庫 小 学 校 ９３４ ３７５ 低学年プール有 

松 が 丘 小 学 校 ９１３ ３７５ 低学年プール有 

す ず か け 台 小 学 校 ８７７ ３７５ 低学年プール有 

狭 間 小 学 校 ９２８ ３７５ 低学年プール有 

富 士 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

あ か し あ 台 小 学 校 １，０４９ ３７５ 低学年プール有 

弥 生 小 学 校 ９５５ ３７５ 低学年プール有 

つ つ じ が 丘 小 学 校 １，０２３ ３７５ 低学年プール有 

け や き 台 小 学 校 １，０２３ ３７５ 低学年プール有 

学 園 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

ゆ り の き 台 小 学 校 １，１８１ ３７５ 低学年プール有 

小 学 校 合 計 １８，２４０ ７，０６１  

 

イ 中学校                        （単位：㎡） 

学  校  名 屋内運動場

（㎡） 

武道場 

（㎡） 

プール面積 

（㎡） 

備  考 

長 坂 中 学 校 ９７８ １９７ ３２５  

上 野 台 中 学 校 ９８１ ２００ ３２５  

狭 間 中 学 校 １，０２４ ２００ ３２５  

八 景 中 学 校 １，０３４ ２００ ３２５  

け や き 台 中 学 校 １，１４５ １９７ ３２５  

富 士 中 学 校 １，２２２ １９９ ３２５  

藍 中 学 校 １，１０２ １９６ ３２５  

ゆ り の き 台 中 学 校 １，２２２ ２００ ３２５  

中 学 校 合 計 ８，７０８ １，５８９ ２，６００  
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(3) 教育施設の整備状況（主なもの）（令和２年度） 

事  業  名 概          要 

小学校空調設備設置工事 市内全小学校（２０校）の特別教室の空調設備設置工

事 

学園小学校劣化箇所等修

繕工事（Ⅰ期） 

屋根、天井等の劣化箇所の修繕及び照明設備の改修工

事 

けやき台小学校ＥＶ棟増

築工事 

校舎棟にエレベーターを新設 

長坂中学校プールサイド

床改修工事 

プールサイドの床面不陸の改修工事 

中学校武道場外壁修繕工

事 

市内中学校（７校）の武道場外壁修繕工事 
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学校教育課 

 

１ 学校運営にかかる指導・助言に関すること 

 (1) 校長会 

   教育長を中心に、緊急かつ重要な問題の協議及び通知通達の指導を行う。また、

小・中・特別支援学校教頭会において連絡協議を行う。 

  校長会   １２回実施（毎月） 

  教頭会    １回実施（４月） 

 (2) 資質向上事業 

   学校教育において、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供し教職

員の資質向上を図る。 

  研修等 

研修・講座名 
年間 

実施回数 

のべ 

参加者数 

三田市生徒指導研修会 １回 ６２８名 

学校園所連携推進に係る連絡会 ０回 ０名 

国際理解教育担当者研修会 １回 ２９名 

食育担当者会及び研修会 ０回 ０名 

人権教育担当者研修会 １回 ５３名 

教育相談担当者研修会 １回   ２９名 

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、子どもの

サポーター合同研修会 
１回 ２３名 

 (3) 研修事業補助 

  ア 小学校 

   学年別人権研修会 

  イ 中学校 

   生徒指導研修（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

２ 教育内容に関すること 

 (1) あすなろ教室 

   不登校児童生徒に対する社会的自立のための支援 

    開設時間：午前９時～午後５時(月曜日～金曜日) 

    開設場所：三田市相生町１７番２０号 

    通級児童生徒数：１６名 

    臨床心理士によるカウンセリングの実施 週２回（カウンセラー２名） 

    カウンセリング相談件数・相談者数 １２３件・２０２名／年（延べ） 

 (2) スクールカウンセラー 

   児童生徒の問題行動等の解決に資するため、児童生徒の臨床心理に関して高度に

専門的な知識・経験を有する「スクールカウンセラー」を全中学校及び小学校９校、

特別支援学校１校に配置。 

    配置状況：年間１５回（１日６時間）小学校１校、特別支援学校１校 

         年間２０回（１日６時間）小学校１校 

         年間２５回（１日６時間）小学校１校 

         年間３０回（１日６時間）小学校１校 
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         年間３５回（１日６時間）中学校８校、小学校５校 

    相談件数：３７７７件／年（延べ） 

    研修会・講演会実施回数：３６回／年 

 (3) トライやる・ウィーク推進事業 

   地域や自然の中で様々な体験活動を実施することにより、地域に学び、自分を見

つめ、他人を思いやる心情を育てると共に、自律性を高め「生きる力」を育む。 

  ※ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大を防止するため、事業所で

の活動は行わず、各校の実情に合わせて１日で実施。 

実施校名 実施日 実施内容 

長坂中学校 12月7日 兵庫県立ものづくり体験館での体験学習 

上野台中学校 12月7日 講師による職業講話と体験学習 

狭間中学校 2月26日 災害ボランティアに関する学習活動 

八景中学校 3月3日 地域奉仕活動 

けやき台中学校 1月21日 職業講話とグループ学習 

富士中学校 12月13日 地域奉仕活動 

藍中学校 9月30日 講師による職業講話と体験活動 

ゆりのき台中学校 2月10日 社会参加や勤労に関する学習 

ひまわり特別支援学校 12月１日 文化・芸術創作体験活動 

 (4) 学校元気アップ共育事業 

   各学校が教育目標の実現をめざすため、地域人材や外部人材を活用した農業体験

や福祉体験、芸術文化体験などの体験活動や言語活動、環境学習などを充実したり、

オープンスクールや情報発信することで、活力にあふれた地域に信頼される学校づ

くりを推進する。 

    オープンスクール開催回数 

     小学校６０回、中学校１８回、特別支援学校２回 

     ※ 新型コロナウイルス感染症対策のため計画どおりの実施ができなかった。 

 (5) コミュニティ・スクール推進事業 

   三田型コミュニティ・スクールを推進し、学校の運営に保護者、地域住民が参

画できる仕組みづくりを進める。 

    設置年度 平成２５年度：ゆりのき台小 

         平成２６年度：三田小、長坂中 

         平成２７年度：武庫小、弥生小 

         平成２８年度：あかしあ台小、けやき台中 

         平成２９年度：高平小、狭間小、すずかけ台小、学園小、富士中 

         平成３０年度：母子小、つつじが丘小、狭間中 

         令和元年度 ：三輪小、小野小、松が丘小、富士小、けやき台小、 

                上野台中、八景中 

         令和２年度 ：藍中、ゆりのき台中、藍小、ひまわり特別支援学校 

 (6) 学校評議員制度 

   開かれた学校づくりと学校の自主的・自律的な教育活動を推進するため、各校に

５名以内の学校評議員を置く。 

    設置年度 令和２年度：志手原小、本庄小、広野小 

 (7) 生徒指導対策事業 
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   いじめ、不登校、問題行動等生徒指導上の課題を解決していくため、学校の組

織体制づくり、研修等を実施する。また、スクールカウンセラーや福祉の視点で

サポートするスクールソーシャルワーカー等の配置など、児童生徒や保護者の相

談・支援体制をつくる。 

  ア 「三田市いじめ防止基本方針」及び各学校における「学校いじめ防止基本方

針」の推進 

  イ 「三田市いじめ問題対策連絡協議会」及び「三田市いじめ問題対策ネットワ

ーク会議」の開催 

  ウ 「いじめに関する生活アンケート」の実施（各学期１回） 

  エ 各学校の「生徒指導委員会」「学校いじめ対応チーム」による組織的な対応 

  オ 「生徒指導学校支援チーム」の派遣（いじめ問題に関する校内研修の実施） 

 (8) 中学校部活動の振興 

   生徒の健全育成を図るため、部活動を学校教育の一部と位置づけ振興する。 

    部活動振興補助、中学校体育連盟分担金、音楽連盟負担金 

 

３ 在日外国人学校就学補助金 

  三田市内に居住し、在日外国人学校の初級・中級学校に在籍する児童及び生徒の

保護者の経済的負担を軽減し、教育の機会均等を図る。 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

在日外国人学校就学補助金 ０人 ０円 

 

４ 附属機関等に関すること 

 (1) 三田市在住外国人教育推進委員会 

   「三田市在住外国人教育基本方針」の実施について検証し提言する。 

   ※ 令和２年度については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 (2) 三田市不登校等に関する支援の在り方検討委員会 

   不登校児童生徒の総合的な研究、検討ならびに直接的な指導の在り方等につい

て研究を推進する。 

   ※ 令和２年度については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 (3) トライやる・ウィーク推進協議会 

   各構成団体の協力体制についての協議及び事業実施に向けての啓発協力依頼活

動を行う。(１回開催) 

 (4) 三田市生徒指導等問題対策委員会 

   三田市で発生したいじめ・暴力行為を含む問題行動事案について検証するとと

もに、今後の三田市の生徒指導のあり方について協議する。（１回開催） 

  ア 提言書「審議のまとめ」、「三田市いじめ防止基本方針」に基づく生徒指導

の在り方について検証、協議する。 

 (5) 三田市立学校結核対策委員会 

   学校における今後の結核対策について、児童生徒への感染防止対策、感染者及

び発病者の早期発見、早期治療対策、患者発生時の対応等を図る。(１回開催) 
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５ 学校保健に関すること                    （単位：名） 

検診名等 対象者等 実施人員 実施機関 

就学時健康診断 小学１年生入学予定の幼児 １，０１６ 学校医 

心臓検診 
小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 学 校 １ 年 生

（心電図） 
１，９６２ 三田市医師会 

心臓検診 二次検診 ８６ 指定の病院 

内科検診 

（脊柱検査含む） 

小・中・特別支援学校児童生徒

全員 
８，８８２ 学校医 

結核検診 

小・中・特別支援学校児童生徒

全員（問診票） 
８，８８２ 学校医 

特別支援学校高等部１年生（エ

ックス線撮影） 
０ 

指定の病院 

二次検診 １３ 

歯科検診 

（年１回） 

小・中・特別支援学校児童生徒

全員 
８，８８２ 学校歯科医 

尿検査 

小・中・特別支援学校児童生徒

全員 
８，８４４ 

検査機関 

二次検診 １４３ 

眼科検診 
小・中・特別支援学校児童生徒

全員 
８，８８２ 学校医 

耳鼻咽喉科検診 

小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 学 校 （ 小 学

１・３・５年生、中学１年生、

高等部１年生） 

４，０４２ 学校医 

整形外科検診 特別支援学校全員 １４ 学校医 

 

６ ＰＴＡ連合会研修に関すること 

 (1) 事業名  ＰＴＡ合同研修会、ＰＴＡ実践発表会 

 (2) 各講座内容・参加人数等 

  ア 広報紙講座 中止 

  イ 人権講演会 中止 

  ウ ＰＴＡ実践発表会  広報紙「つどい」での紙上発表に変更 

 

７ 市立学校児童・生徒数（令和３年３月３１日現在） 

 (1) 小学校                        （単位：名） 

学 校 名 学級数 
児 童 数  

男 女 計 

三田小学校 ２７ ３４５ ３３０ ６７５ 

三輪小学校 １５ １７２ １９６ ３６８ 

志手原小学校 ６ ２８ １９ ４７ 

藍小学校 ８ ４９ ３２ ８１ 

本庄小学校 ７ ２７ ３０ ５７ 

広野小学校 ９ ９６ ９１ １８７ 

小野小学校 ６ １９ ２５ ４４ 

高平小学校 ７ ５１ ４８ ９９ 

母子小学校 ３ ６ ５ １１ 

武庫小学校 ２２ ２８９ ２６３ ５５２ 
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松が丘小学校 ７ ５５ ５２ １０７ 

すずかけ台小学校 １７ ２１４ ２０６ ４２０ 

狭間小学校 １１ １１６ １０１ ２１７ 

富士小学校 １６ １９５ １６３ ３５８ 

あかしあ台小学校 ２１ ２９４ ２５４ ５４８ 

弥生小学校 ７ ７４ ６８ １４２ 

つつじが丘小学校 ８ ９１ ９８ １８９ 

けやき台小学校 ２９ ４１０ ４１５ ８２５ 

学園小学校 １０ １０３ ９１ １９４ 

ゆりのき台小学校 ３３ ５１６ ５０５ １０２１ 

計２０校 ２６９ ３，１５０ ２，９９２ ６，１４２ 

 (2) 中学校                        （単位：名） 

学 校 名 学級数 
生 徒 数  

男 女 計 

長坂中学校 ５ ５６ ５０ １０６ 

上野台中学校 ７ ７３ ５６ １２９ 

狭間中学校 １３ １６７ ２０４ ３７１ 

八景中学校 １９ ２５７ ２７３ ５３０ 

けやき台中学校 １６ ２７２ ２５３ ５２５ 

富士中学校 １０ １４６ １１３ ２５９ 

藍中学校 ９ ８９ ６９ １５８ 

ゆりのき台中学校 ２０ ３３８ ２９８ ６３６ 

計８校 ９９ １，３９８ １，３１６ ２，７１４ 

 

 

 (3) 特別支援学校                     （単位：名） 

学 校 名 学級数 
児童生徒数  

男 女 計 

ひまわり 

特別支援学校 

小学部 ３ ５ ４ ９ 

中学部 １ ２ １ ３ 

高等部 ２ １ ２ ３ 

計１校 ６ ８ ７ １５ 
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教育支援課 

 

１ 特別支援教育の推進に関すること 

  ＬＤ・ＡＤＨＤ等発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する指導や支援体

制づくり等、より一層の特別支援教育の充実を図る。 

 (1) 相談事業 

  ア 来所型教育相談（電話相談）（面接相談）（外部専門員相談）（療法士相

談） １７６件 

  イ 訪問型教育相談（巡回相談）（校内委員会訪問支援） ９９件 

  ウ 就学相談 １２１件 

 (2) 教育支援事業 

  ア 特別支援アシスタント配置：３６１４．５時間 

  イ 学校生活支援教員配置：小学校拠点５校・巡回１２校、中学校拠点２校・巡

回６校 

 (3) 交流体験チャレンジ事業 

   小学部：９月１７日   於：丹波少年自然の家 

   中学部：１０月２２日  於：淡路ファームパーク イングランドの丘 

   高等部：１０月１３日  於：淡路夢舞台サービスエリア 

 (4) サポートファイル活用推進 

   保幼小中学校計５６０名 

 (5) その他 

   特別支援教育推進にかかる学校訪問、コーディネーター等ネットワーク会議、

教育相談支援チーム連絡会他 

 

２ 特別支援教育にかかる教職員の指導・助言に関すること 

 (1) 資質向上事業 

   特別支援教育に関して、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供し、

教職員の資質向上を図る。 

  ア 研修等 

研修・講座名 年間実施回数 のべ参加者数 

特別支援教育研修講座 基礎研修講座 ２回 ３８名 

特別支援教育研修講座 選択課題別研修講座 ７回 ４５名 

特別支援教育研修講座 授業・保育実践研修講座及び教育相談実地研修講座 ２回 ２１名 

特別支援教育研修講座 コーディネーター研修講座  中止 
 

特別支援教育研修講座 コンサルテーション研修講座 ２回 １６名 

特別支援教育支援員研修会 ２回 ７０名 

 (2) 研修事業補助 

  ア 小学校 

   特別支援教育研修会 

  イ 中学校 

   特別支援教育研究会 
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３ 遠距離通学費補助 

  三田市立小学校及び中学校の児童生徒等について、通学が著しく困難である者に

対して通学費を補助し、学校教育の円滑な運営と保護者負担の軽減を図る。 

区  分 校数 人数 補助金額 備考 

通学定期代 小学校 ５校 １５４名 ５，２９８，９７０円  

中学校 ２校 ９４名 １０，４８１，１８０円  

通学用品費 小学校 ２校 ５名 １０，０００円 上限5,000円 

中学校 ３校 ９４名 ６３２，０１１円 上限10,000円 

合   計 １２校 ３４７名 １６，４２２，１６１円  

 

４ 就学援助費及び就学奨励費 

  義務教育の円滑な実施を図るため、経済的な理由によって就学困難な児童及び生

徒に対して、就学援助費を支給する。また、特別支援学級に就学する児童生徒の保

護者の経済的負担を軽減するため、特別支援教育就学奨励費を支給する。 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

就学援助費 小学校 ５１６名 ２８，８４４，６２５円 

中学校 ２７２名 ２２，４１２，７８９円 

計 ７８８名 ５１，２５７，４１４円 

  人数：３月末認定者数 

 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

就学援助費 

（入学準備金） 

小学校 ４７名 １，９０８，２００円 

中学校 ８９名 ４，２１８，６００円 

計 １３６名 ６，１２６，８００円 

 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

特別支援教育 

就学奨励費 

小学校 １０８名 ３，０２７，１８９円 

中学校 ３６名 １，６４５，１５８円 

計 １４４名 ４，６７２，３４７円 

 

５ 高等学校等入学支援金 

  高等学校等への入学に伴う費用の一部を支給することにより、経済的理由のため

就学が困難であると認められる者の自立と進学の促進を図るため、高等学校等入学

支援金（給付型・返還不要）を支給する。 

区  分 生徒数 保護者への支給額 

高等学校等入学支援金 ２５名 １，５８０，０００円 

  ※ 三田市奨学金（貸付型・返還要）は平成２９年度で貸付終了 
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６ 特別支援学校児童生徒送迎業務 

  特別支援学校に通学する児童生徒を各乗降場所と学校間に公用車（ともだち号）

を使用し送迎する。 

 (1) 運行方法 委託業務（昭和６１年度から） 

 (2) 委託費  １１，１４３，３７７円 

 (3) 運行台数 ４台  

 (4) 乗車人員 １０名  

 

７ 附属機関に関すること 

 (1) 教育支援委員会 

   心身に障害を有する児童生徒に対して、適正な就学指導を行う。(９回開催) 
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教育研修所 

 

１ 教職員の指導・助言に関すること 

 (1) 資質向上事業 

   学校教育において、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供し教職

員の資質向上を図る。 

  ア 研修等 

研修・講座名 
年間実施 

回数 

のべ 

参加者数 

初任者研修校外研修（設置者別研修） 3回 24名 

教職員全体研修会 1回 650名 

校園長・教育委員研修会 1回 33名 

教頭研修会 1回 29名 

新任教頭研修会 1回 9名 

主幹教諭研修会 1回 50名 

拠点校指導員研修会 1回 4名 

2年次教員研修に係る共通研修 8回 8名 

3年次教員研修に係る共通研修 1回 11名 

若手臨時的任用教員研修会 １回 31名 

研究推進担当教員研修会 1回 34名 

教科書事務執行管理システムに係る実務研修会 2回 23名 

小学校外国語教育推進リーダー研修会（小学校担当者会） 2回 42名 

小学校英語専科教員連絡会 3回 9名 

道徳教育研修会 1回 30名 

情報教育担当者研修会 1回 30名 

学校司書研修会 2回 17名 

学校経営いろは 8回 72名 

 
総参加者数 1106名 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応により中止となった研修 

   （ア）ミドルリーダー研修 教務主任研修会 

（イ）「三田の英語教育」研修会（小中担当者合同研修会） 

   （ウ）小学校外国語活動サポーター研修会 

   （エ）学校体育実技武道（柔道）研修会 

   （オ）平成22・25・28年度応急手当普及員受講者再講習会 

   （カ）学校指導員研修会 

   （キ）夏季授業づくり講座 

   （ク）夏季特別講座 

   （ケ）教育研究グループ委嘱式及び全体会 

   （コ）教育研究グループ研究交流会及び学校指導員研修会 

   （サ）自主研修講座 「ＳＴＥＰ］ 

  イ 三田市立学校指導員派遣事業 

    指導員（小・特別支援学校）：１１名  派遣回数：３７回 
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 (2) 指定研究の推進 

   テーマに基づいた研究の活性化を図るための指導・支援 

  ア 奨励・・・小学校９校、中学校６校 計１５校 

「仲間とのつながりを大切に、学びを深めていく姿をめざして」 志手原小学校 

「みんなが『できる』『わかる』授業をめざして」 藍小学校 

「主体的に学ぶ児童の育成」 本庄小学校 

「主体的に学習に取り組み、自分の考えを表現できる子の育成」 小野小学校 

「自ら考え、共に高まり合える子どもへ」 武庫小学校 

「気づき合い、認め合い、つながり合おうとする子どもをめざして」 富士小学校 

「人と豊かに関り、なりたい自分に向けて努力する児童の育成」 あかしあ台小学校 

「“タイ”が生まれる愉しい授業」 つつじが丘小学校 

「人とつながり、主体的に学ぼうとする子どもの育成」 学園小学校 

「一人ひとりが安心・安全に過ごせる学校づくり」 長坂中学校 

「主体的・対話的で深い学びの充実に向けた授業の在り方」 上野台中学校 

「学びに向かう力の育成、学びのつながりを意識した学習指導」 八景中学校 

「『人権スキル』の実践力の向上」 けやき台中学校 

「特別支援教育の視点を活かした、主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業作り」 
富士中学校 

「わかる喜びが学ぶ喜びにかわる学習指導の取り組み」 ゆりのき台中学校 

  イ 指定・・・小学校９校、特別支援学校１校 

「『対話力』を高め、仲間とつながり合える三輪っ子の育成」 三輪小学校 

「すべての子がわかる・できる授業づくり」 広野小学校 

「人とつながり、よりよい自己をめざす高平っ子」 高平小学校 

「子どもの深い学びを支えるつなぐ力の育成」 母子小学校 

「問いをつなぎ主体的に学ぶ子どもをめざして」 松が丘小学校 

「伝え合い、高め合いながら、学ぶ力を身につけていく子をめざして」 すずかけ台小学校 

「仲間と関わり合いながら、よりよく生きようとする子ども」 弥生小学校 

「学びに向かう力を育てる」 けやき台小学校 

「人とつながり、課題解決に向かう子どもをめざして」 ゆりのき台小学校 

「１人１人の豊かな生活をめざした授業づくり」 ひまわり特別支援学校 

  ウ 特別指定・・・小学校２校 

「豊かな人間性を育む道徳教育の推進」 三田小学校 

「主体的に楽しみながら外国語を学び合い、自分の思いや考え 

を豊かに表現できる子どもの育成」 
狭間小学校 

 (3) 研修事業補助 

  ア 小学校 

    教員共同研究担当者会 

  イ 中学校 

    教科部会研究 

 

２ 教育内容に関すること 

 (1) 自然学校推進事業 

   様々な体験活動を通して、自分で考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題

を解決する力や、生命に対する畏敬の念、感動する心、共に生きる心を育むなど、

「生きる力」を育成することを目的とする。 
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実施校名 実施日 実施場所 

三田小学校 9/25・9/26 

丹波少年自然の家他 

三輪小学校 9/8・9/11 

志手原・小野・母子小学校 9/10・9/11 

藍小学校 9/3・9/4 

本庄小学校 8/28・9/18 

広野小学校 9/4・10/2 

高平小学校 9/2・9/5 

武庫小学校 9/23・9/24 

松が丘小学校 9/14・9/15 

すずかけ台小学校 9/5・9/11 

狭間小学校 9/11・9/15 

富士小学校 9/16・9/17 

あかしあ台小学校 9/19・9/28 

弥生小学校 9/11・9/24 

つつじが丘小学校 9/25・9/27 

けやき台小学校 9/15・9/18 

学園小学校 9/22・9/23 

ゆりのき台小学校 9/23・9/27 

   ※新型コロナウィルス感染症拡大防止対策のため、各校１日活動を２日間実施。 

 (2) 英語教育推進事業 

   小中学校９年間、就学前から１１年間を見通した「三田の英語教育」を進め、

小学校英語・外国語活動、中学校英語教育において外国人英語指導助手（ＡＬ

Ｔ）を起用し、児童生徒のコミュニケーション能力の素地及び基礎を養う。 

  ア ＡＬＴ（４名）１回あたり勤務時間７.２５時間 

     年間延べ日数７４６日 

  イ ＪＥＴプログラムＡＬＴ（２名）1回あたり勤務時間７時間 

     年間延べ日数 ３９４日 

  ウ 外国語活動サポーター（１２名）１日最大６時間まで 

     年間総配置時数 １，４５０時間 

 (3) ＩＣＴ教育推進事業 

   小・中学校における情報教育の推進のため、学校のＩＣＴ環境を整備する。 

  ア 全児童生徒（８，８７９名）、授業を行う教員（５５９名）にタブレット端末

（ｉＰａｄ）を配布し、活用を開始した。また、全校の高速通信回線工事を行い

１Ｇｂｐｓの通信が可能となった。 

  イ 中学校８校に指導者用デジタル教科書（英語、地理・公民）を整備し、小学校

２０校に英語のデジタル教材を整備した。また、それらを教員用ｉＰａｄからも

活用できるようにした。 

  ウ 大型モニタを計１４９台整備し、市内全学校の全普通教室、特別支援学級に配

置した。 

  エ ＧＩＧＡスクール構想に関する研修やｉＰａｄの活用方法についてＺｏｏｍを
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活用したオンライン研修や、動画配信によるオンデマンド型の研修を行い、教員

のＩＣＴ機器の授業への活用を推進した。 

 (4) 友好都市交流事業 

   友好都市である鳥羽市との交流を通じて互いの市の様子について理解を深める

とともに、友好の精神を育む。（母子小学校と神島小学校による交流） 

   ※ 令和２年度は、新型コロナウィルス感染症防止対策のため中止。 

 

３ 附属機関に関すること 

 (1) 三田市教科用図書選定委員会 

   三田市立の小学校・中学校及び特別支援学校小・中学部の教科用図書の採択に

関する事務を行う。(２回開催) 
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学校給食課（学校給食センター） 

 

１  主 な 事 務 事 業  

(1 )   学 校 給 食 用 物 資 の 購 入 計 画 及 び 契 約  
学 校 給 食 用 物 資 納 入 業 者 を 選 定 し 、 月 毎 又 は 学 期 毎 に 価 格 、 サ ン

プ ル 、 原 材 料 配 合 表 な ど を 検 討 し 物 資 を 選 定 し て 売 買 契 約 を 行 う ｡ 
( 2 )  学 校 給 食 の 栄 養 管 理 及 び 献 立 の 作 成  

   栄 養 所 要 量 と 食 品 構 成 表 に 基 づ く バ ラ ン ス の と れ た 、 魅 力 あ る 献
立 を 作 成 す る ｡ 

( 3 )  学 校 給 食 用 物 資 の 発 注 及 び 検 収  
市 内 ２ 給 食 セ ン タ ー に て 物 資 を 発 注 す る と と も に 、 納 品 さ れ た 物

資 の 品 質 、 鮮 度 、 品 温 等 に つ い て 検 収 し 、 衛 生 状 況 の 確 認 を 行 う ｡ 
( 4 )  副 食 の 調 理 及 び 配 送  
  各 給 食 セ ン タ ー で 副 食 を 調 理 し 、 市 立 幼 稚 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ・

特 別 支 援 学 校 及 び 兵 庫 県 立 特 別 支 援 学 校  計 ４ ０ 校 園 へ 配 送 す る ｡ 
( 5 )  食 器 食 缶 等 の 洗 浄 消 毒 及 び 保 管  

食 器 食 缶 、 調 理 器 具 等 を 衛 生 的 に 洗 浄 、 消 毒 殺 菌 し 保 管 す る ｡ 

( 6 )  学 校 給 食 に お け る 衛 生 管 理  
給 食 セ ン タ ー の 衛 生 管 理 及 び 学 校 園 に お け る 衛 生 管 理 指 導 を 徹 底

す る ｡ 
( 7 )  学 校 給 食 に 関 す る 指 導 助 言  

学 校 園 に お け る 給 食 指 導 、 給 食 運 営 に 関 す る 指 導 助 言 を 行 う ｡ 

( 8 )  学 校 給 食 費 会 計 の 経 理  
児 童 生 徒 、 教 職 員 か ら の 給 食 費 の 収 納 と 物 資 代 金 の 支 払 い を 行 う ｡ 

( 9 )   学 校 給 食 運 営 協 議 会  
保 護 者 及 び 学 校 長 代 表 の 委 員 ９ 名 以 内 で 組 織 し 、 学 校 給 食 に 関 す

る 重 要 事 項 の 審 議 及 び 給 食 物 資 の 選 定 を 行 う ｡協 議 会 を 年 間 ２ 回 程
度 、 物 資 選 定 を 11回 開 催 す る ｡ 

( 1 0 )  給 食 セ ン タ ー の 管 理 運 営  
給 食 セ ン タ ー 施 設 及 び 設 備 の 維 持 管 理 、 運 営 を 行 う ｡  

 
２  実 施 状 況 （ 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 現 在 ）  
(1 )  週 ５ 日 間 （ う ち 、 米 飯 給 食 週 ４ 回 ） 完 全 給 食 を 給 食 セ ン タ ー に  

お い て 実 施 し て い る 。  

 
区  分  

 

校 園 数  
（ 校 園 ）  

給 食 数  
（ 食 ）  

年 間 規 定
給 食 回 数  

（ 回 ）  

１ 食 当 た り
給 食 費  

（ 円 ）  

月 額  
給 食 費  

（ 円 ）  

小  学  校  
（ひまわり特別支援学校小学部含む）

2 1 ※ 6 , 9 1 3 1 8 0 2 3 8  3 , 9 0 0

中  学  校  
（ひまわり特別支援学校中学部・高等部含む）

9 3 , 0 2 8 1 8 0 2 7 5  4 , 5 0 0

幼  稚  園  1 0 3 4 7 1 4 0 2 1 0  2 , 9 4 0

兵庫県立上野ケ原特別支援学校 1 1 0 9 1 8 0 2 7 5  4 , 5 0 0

計  ※ 40 1 0 , 3 9 7    

※  ひ ま わ り 特 別 支 援 学 校 は １ 校 と し て 計 上 す る  
※  小 学 校 食 数 に は 、 給 食 セ ン タ ー 食 数 を 含 む （ 校 園 数 に は 含 ま な
い ）  
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３  給 食 調 理 施 設 （ 令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  

セ ン タ ー 名  
面 積 （ ㎡ ）  

構  造  調 理 能 力  給 食 開 始  備  考  
敷  地  建  物  

ゆ り の き 台  
給 食 セ ン タ ー  

1 0 , 6 6 0 . 4 0 1 , 6 6 7 . 0 0
鉄  筋  
コ ン ク リ ー ト  

8 , 0 0 0食  
（ 日 ）  

H.  2 .  9  

清 水 山  
給 食 セ ン タ ー  

6 , 5 1 0 . 0 0 1 , 3 2 8 . 0 0
鉄  筋  
コ ン ク リ ー ト  

4 , 0 0 0食  
（ 日 ）  

H.  5 .  9  
 

 

 

４  給 食 配 送 校 （ 令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  

セ ン タ ー 名  区 分  学    校    ・    園  

清 水 山  小 学 校  
三 田 ・ 三 輪 ・ 志 手 原 ・ 小 野 ・ 高 平 ・ 母 子 ・
松 が 丘  

給 食 セ ン タ ー  中 学 校  上 野 台 ・ 八 景 ・ け や き 台  

18校 園

幼 稚 園  
三 田・三 輪・志 手 原・小 野・母 子・松 が 丘・
高 平  

県 立 特
別 支 援
学 校  

上 野 ヶ 原  

ゆ り の き 台  小 学 校  
藍 ・ 本 庄 ・ 広 野 ・ 武 庫 ・ す ず か け 台 ・ 狭
間 ・ 富 士 ・ あ か し あ 台 ・ 弥 生 ・ つ つ じ が
丘 ・ け や き 台 ・ 学 園 ・ ゆ り の き 台  

給 食 セ ン タ ー  中 学 校  長 坂 ・ 狭 間 ・ 富 士 ・ 藍 ・ ゆ り の き 台  

22校 園

幼 稚 園  広 野 ・ 本 庄 ・ 藍  

特 別 支
援 学 校  

ひ ま わ り  

 

５ 学校給食費の公会計化（平成２４年４月～）  

 

平成２４年４月から三田市学校給食費に関する条例を施行。これにより、学校を介さ

ず、園児、児童や生徒の保護者などの納入者から、直接市に学校給食費を納入する公会

計化を行なった。条例及び規則の制定により、給食費の債権者・債務者を明確化すると

ともに、給食費の額、納期限、減免等についても条文化し、透明性、利便性を確保した

給食費会計を進めている。 
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６ 令 和 ２ 年 度  “食べチャオさんだ！”食育推進事業 

子どもたちに食事の大切さ、喜び、楽しさを知らせ、心身の成長や健康の保持増進を

図るとともに、食に関する正しい知識と望ましい食習慣の形成につなげるよう、学校・

家庭・地域と連携しながら、三田市の食育を推進。 

 

 事業項目 目  的 内   容   実施状況等 

学
校
給
食 

1 

給 食 時 間
の指導 
（ こ ん し
ゅ う の こ
んだて） 

給食を「生きた教
材 」 と し て 活 用
し、望ましい食習
慣 を 身 に 付 け る
と と も に 食 に つ
い て 興 味 関 心 を
持たせる。 

給食時間に、給食センター発
行の資料「こんしゅうのこん
だて」を活用し、１分間程度の
食に関する指導を行う 

市立幼小中学校の 
各クラス対象 
年間１６０回以上 

2 
学校・園で
育 て た 野
菜の提供 

学校・園の菜園で
育 て た 野 菜 を 給
食に取り入れ、収
穫 の 喜 び や お い
し さ を 共 に 味 わ
い 感 謝 の 心 を 育
てる。 

7 月:じゃがいも(みそ汁、カレー、新玉と新じゃ
がの旨煮) 

    玉ねぎ(カレー、新玉と新じゃがの旨煮) 
    人参(ミートスパゲティ) 
9 月:かぼちゃ(かき揚げ) 

12 月:さつまいも(根菜カレー) 

3 

県 産 和 牛
等 学 校 給
食 提 供 事
業 の 活 用
に よ る 食
育推進 

新 型 コ ロ ナ ウ イ
ル ス 感 染 症 に よ
り 需 要 が 落 ち 込
ん だ 県 産 食 材 の
消費拡大と、児童
生 徒 に そ の 魅 力
を伝える。 

（食材提供） 
10 月…三田牛、マダコ 
11 月…クロダイ、山田錦米粉、海苔 
12 月…三田牛、ハタハタ、山田錦米粉、海苔 
1 月…三田牛、ハタハタ、海苔  
2 月…三田牛、マダコ、海苔 
（食育教材の配布） 

県産水産物パンフレット、三田牛柄幕、三田牛
パンフレット、三田牛クリアフォルダ 

募
集 

4 

食 育 啓 発
作 品 募 集
（ 絵 手 紙
等） 

自 然 豊 か な 三 田
の 食 材 を 味 わ う
喜 び や 楽 し さ と
生 産 者 へ の 感 謝
の 気 持 ち を 絵 と
言 葉 で 伝 え る 絵
手紙を募集する。 

（応募）１１９作品（幼 22 小 87 中 10） 
（審査）令和２年１０月２８日 ※学校園で事前
選考あり 
（入賞）優秀賞３点 入選５点 佳作５点 
 ※作品展示にて展示 

※給食だよりにて入賞作品紹介 

食
育
啓
発 

5 
食 育 活 動
や 作 品 展
示 

三 田 の 学 校 給 食
の 魅 力 や 食 育 の
大切さについて、
広 く 市 民 に 啓 発
する。 

（開催）令和２年１１月１８日(水)～２５日(水) 
（内容）学校・園の食育活動及び園児児童生徒の作

品 
絵手紙コンクール応募作品の展示 

※新型コロナウイルスの影響により、食育フェアや給食センター見学会などの集客イ

ベントは中止。 


